
1980年11月
・夜間割引制度の拡大
・深夜割引制度の新設
  ・320㎞超え6割引
  ・午後9時～午前6時

1981年8月 1986年7月 1990年3月 1991年3月 1993年10月
・日曜・祝日割引制度の
新設
  ・日祝の昼間60㎞超え
　　　　　　  …4割引

・土曜割引制度の新設
 ・土曜日の昼間60㎞超え
　　　　　　  …4割引

・深夜割引制度の拡大
  ・午後11時～午前8時

・深夜割引率の拡大
 ・中・遠距離
　5割～5割5分引

2000年10月
・夜間割引制度の拡大
   ・20～60km区間
     2割引

・深夜割引制度の拡大
 ・区域内・近距離2割5分引
 ・中・遠距離4割5分引
 ・午後11時～午前6時
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区域内 隣接・～20㎞ ～30㎞ ～40㎞ ～60㎞ ～80㎞ ～100㎞ ～120㎞ ～160㎞ ～240㎞ ～320㎞ ～500㎞ ～750㎞ 750 ㎞超
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　600円
（1981年8月改定）

400円（1983年7月改定）

360円（1988年2月改定）

330円（1989年2月改定）

280円（1990年3月改定）

240円（1991年3月改定）

200円（1992年6月改定）

180円（1993年10月改定）

140円（1996年3月改定）

110円（1997年2月改定）
90円（1998年2月改定）

40円（2000年10月改定）
8.5円（2024年1月改定）

　720円
（1981年8月以前）

110円

140円

90円80円

50円

40円（1991年3月改定）

20円（1989年2月改定）

 8.5円
（2001年5月改定）

260円（1984年7月改定）

1981年８月 遠距離通話料金値下げ
1983年７月 遠距離通話料金値下げ
1984年７月 中距離通話料金値下げ
1988年２月 遠距離通話料金値下げ
1989年２月 遠・近距離通話料金値下げ
1990年３月 遠距離通話料金値下げ
1991年３月 近・中・遠距離通話料金値下げ
1992年６月 遠距離通話料金値下げ
1993年10月 市外通話料金値下げ
1996年３月 遠距離通話料金値下げ
1997年２月 遠距離通話料金値下げ
1998年２月 遠距離通話料金値下げ
2000年10月 市外通話料金値下げ
2001年５月 市内通話料金値下げ
2024年１月 全国一律料金化

円

（
通  

話  

料  

金
）

〔凡例〕

（参考）平日昼間3分間通話した場合の通話料の推移

※金額は税抜（1989年4月1日以降）

料金値上げ

料金値下げ

再編成後の料金改定

（参考）民営化後から再編成前までの料金改定

民営化後から再編成までの料金改定の総額

・専用線（高速ディジタル）の値上げ
・公衆電話発信のクレジット通話・フリーダイヤル
通話への公衆電話料金適用
・専用線（一般専用〈50bit/s〉）の値上げ

・基本料の値上げ
・番号案内料の値上げ

・公衆電話料金の値上げ
・番号案内の費用負担の適正化

・番号案内料の改訂

 1996年4月、1997年4月、1998年4月の3段階で実施
－

 1996年12月、1997年12月、1998年12月の3段階で実施

 1995年2月、1995年10月の2段階で実施
　　　　　　  〃

－
 1998年5月、 1999年5月の2段階で実施

料金改定の内容 値上げ額（億円）
値 下げ 総 額

値 上 げ 総 額

料金改定総額

▲12,965億円

3,295億円

▲9,670億円

備　考実施時期
1990年度
1993年度

1994年度

1996年度

合　計

1998年度
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凡例
▲：年間に直した場合の値下げ額
〈  〉内は内訳
（  ）内は民営化以降の累計

1985年度 1987年度 1988年度 1989年度 1990年度 1992年度 1993年度 1995年度 1996年度 1997年度1986年度

（▲60） （▲500）
（▲970）

（▲1,260）

（▲1,400）

（▲2,300）

（▲1,200）

（▲2,790）

（▲6,490）

（▲7,690）

（▲10,480） （▲1,085）
（▲11,565） （▲600）

（▲12,165） （▲800）
（▲12,965）

（▲560）

（▲1,530）

（▲2,790）

（▲4,190）

・土曜日料金の値下げ〈▲500〉

・遠距離値下げ〈▲700〉
・離島通話料改善〈▲100〉
・専用線〈▲170〉

・自動車電話（▲60）

・遠距離値下げ〈▲600〉
・近距離値下げ〈▲300〉
・離島通話料改善〈▲数億円〉
・専用線（H1.5）〈▲180〉
・その他〈▲180〉 ・遠距離値下げ〈▲900〉

・深夜割引拡大〈▲200〉
・ポケットベル〈▲100〉
・付加機能使用料〈▲100〉
・専用線〈▲100〉

・中距離値下げ〈▲1,200〉
・近距離値下げ〈▲200〉
・深夜割引拡大〈▲100〉
・工事費〈▲200〉
・自動車電話※〈▲400〉
・ポケットベル〈▲50〉
・専用線〈▲150〉

（注）1990年度の自動車電話の料金値下げ額には1991年度実施の通話料値下げ分を含んでいます。

 1993年10月、1994年4月の2段階で実施
－

・遠距離値下げ〈▲1,200〉

・市外通話料値下げ〈▲2,700〉
・専用線〈▲90〉

・遠距離値下げ〈▲600〉
・専用線〈▲485〉

・遠距離値下げ〈▲600〉

・遠距離値下げ〈▲800〉

2000年度

・市外通話料値下げ 
・専用線料金値下げ
・ダイヤルイン値下げ

・市内通話料値下げ ・基本料値下げ
・プッシュ回線使用料廃止
・ライト加算額値下げ

・固定電話（0039通話）
およびひかり電話から携帯
電話への通話料値下げ

2001年度 2006年度

・固定電話および
ひかり電話から携帯電話へ
の通話料値下げ

2021年度

・IP網への移行に伴い、
県内通話・県間通話の
通話料を全国一律化

2024年度2004年度

55


